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序 文   

前橋市は、れ11赤城山を北に坂東太郎で名i亡い、利脚IIや拭l甘朔太郎をはじめ多くの諸にうた  

われる広瀬川が市餅地をH流し川李抑々の凪付‖こあふれ詩情豊かな県耶である。   

赤城山前弛、前橋台地土において糾文畔代から近Ilし・近代にかけて人々の井浦の航跡を示す  

遺跡・辿物が数多く†≠イ1ミする。   

特に、1い捌こおいてはかって11i域に800余基の存在が伝えられている。その小で東国の山域  

を代衣する前橋天神山ホ用を初め八幡山古川・城南二二了・古墳・人川・総朴ニイ・ll11い炎・宝搭  

1帖吉川・蛇穴山ホ用等々の国指定史跡がある。また、山＃廃守・上野国分寺・上野周分J己寺・  

上野国府が本1打切西部の総社・元結†＝こ貼ItIして／川三する。   

ホ代において前橋の地は、政消・宗教・経済・文化の小心地として栄え粟l妄lの奈良とい、わ  

れる。   

小世においては、戦国武将の＿卜f多1t・武Ilりt・北条比の三代がしのぎをけづった地である。  

近世においては、講代人名の洒井代・松平氏が居城した関東3人名城の－・つ屑城騰があり歴史  

件豊かな街である。   

小稲荷遺跡川辺には、人前ガ後‖用である荊・小・後ニイ・1！r埼をはじめ多くの1嘲佃†ある。  

また、上西頂追跡・植木追跡・荒紙・荒イ・追跡における居鮪跡等々があり、ホ代上野l亘lを究りl  

する上できわめて荊要な地である。   

本道跡よ中古用5基 一川こ5肱＋往居跡3・トt：辱が雅兄された。柑こ∴●川iにおいては、終末  

糾の酢穴式両柚里小塙をイけるl■州である。・．早明の変せん、終」Ⅷhl胡を矧りける1∵ぐ人変散  

一托な追跡である。   

本鞘一汁苦を刊行するにあたり物心両面より招肋・協力をいただいた前橋二1二葉団地造成組合に  

悍くお礼を小し上げます。   

また、賂掴調査に際し山武サ1い封肝兜所、所長をはじめ調査用彗Ⅷ・、作兼旦・1の方々に感謝申  

し上げます。   

本鞘砦吾が斯学の発展のために少しでも寄Jj・できれば辛いに存じます。  

lI桐購2年2J】  

荊腑盲†川職文化財発州別兼用  

l望‖毛 l姓＝l和維   



例 言  

1．小淵ま前橋了Ii四大封lけに所布する二t二葉団地川地造成（Ⅰノl）G基地）千定他における小節   

荷追跡発掘胡究報張出である。  

2．潮路肋刷新Ii二l二葉I軋地造成紺企（管哩者清水一郎）の依鰍こより、1削馴膵用項員金指   

串のもとに山武考7！√学研究仰が担当した。  

3．現地朋査は山武考1情珊f究所訓査研究員新井腑二・jド‖刷宜が行なった。  

4．＊評の逝物・阿面盤哩は新刊・平ItIが分担し、）叫l用儀・大塚玲了▲の協力を得た。  

5．水井の編貼は新井が行ない、雛4輩第2・4抑の軌珊をjt勺‖が、他を新井か山当した。  

6．本邦雛6輩出二巨人竹・曲の鑑定を国立科学†御物輔溝1二l優司北肘こ依耕し、三1i枯を賜った。   

記して感謝の蕊を粟わす次第です。  

7．川上鉄ぶの推定には甘甜如拙膵蛸摺i！i溜り竜也批ilミj凸比、l叶考1！識との溝代の神教示を賜  

った。記して成謝の怒を表わす次節です。  

8．発州訓究から本肝川行に坐るまで、下記の機憫のご助言、ご協力を賜った。記して感謝   

の忠を衷わす次節です。（敬称略）   

前橋吊ニー二葉睦り也j勘最Il合l曲射肛隠陳談合礼  

凡 例  

1．追捕番号は二L肱を除き、絡晰制究時の番号をそのまま仙川している。二仁l出ま刑死岬に十   

欽基を碓認したが、＊習では確実に追捕として拙えられる5基を相戦した。  

2．節11雪＝ま固二t：地別院発行5ソ了介の1「前橋」を●肘l】した。  

3．押図申に恍川したスクリーントーンの表示は下記の油りである。   

旺≡ヨ～かまど帥 E王ヨ～粘土 E＝≡仁 一硯二Ⅰ二絶倒   

岨～石室†州奥壁  

4．逝物税舞衷Illの法抽は、上からl二I径・器高・底後を表わし、（）を付したものは復元他、  

あるいは域存価を示す。   
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4． 玄翁左蛇石積状況  

5． 羨道部榊l」状況（北から）  

図版5 1． 2一号用全景（南から）  

2． 羨II■闇瀾塞状況  

3． 玄l－■I（北西から）  

4． 玄室全訳（酉から）  
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図版6 1． 3号墳全景（南から）  
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3号明石室内出ニヒ  

l訴卜佃附こ偶すると思われ   

る孔椒  

3号明石案内出土   

同」脚申こ偶すると思われ   

る永久椒   

2サ仲居址全署（蛸から）  

2与川l三J酎Il：カマド  

2号件帰遺物出土状況  

2・馴三lミ居址掘形  

3号住用全衆（西から）  

3号代印Il：カマlさ（北西から）陛り阪17  

3号イ…lミ居址遣物山土状況  

3号†…l三居址据形  

追構外・2号土城山土遺物 匝り振18  

1～3号†三lミ居址山土遺物  

2・3号墳川二1二道物（1）  



第Ⅰ章 調査に至る経緯   

前橋市断絶余計画（1，978～87）の巾に二1：業団地の造成の矧兄によると、明l二Iの、、すばらし  

い前橋′′ を形成していくためには、よ中豊カ、な恥IJ経常の実現が鍵となります。   

この計画の小で二l二業剛也の造成は、有力企業の誘致をはじめ、二l二域棚其の拡張腰側・住」二分  

離による亜業公賓からのl可避、小小企業の附射ヒや協業化による企業体質の強化などきわめて  

大きな経済効果を生みⅢします。……… と子‡っている。今後のカl句、施策として………二l二葉団  

地の造成にあたっては、工業適地をl卜じりこ川他の櫛保をl到り、公響等の外部不経済を竺Iミじない  

優良企業の誘致や了1i内企業の協業化、集団化を促進……… とある。   

このことから、公害のない、俊良企共を誘致し郎iIi介兼の清件化をはかるために、即．鴨県経  

済連のⅠノPG供給基地を建設するために本地域が選定さオtた。   

西大室町の本地城は、人家から離れ桑園の小にあり、農業経営に直接影響ないよう配慮して  

適地されたものである。  

II桝I161隼7f】19「lに前橋工業団地造成組合（管理者 清水一郎）より、前橋市西大室町277  

－1・11，583－1l，の他の調査依輔が前掛け教ff委員1公に粗目される。   

これにもとずき、前橋ホ教両委員1会と前槽二l二葉l射也造成組合と協議・調整をはかる。   

その結果、調査響、地元地樅者等について、前橋二Ⅰ二菜剛血道成組合が責任をもって対応する。  

前橋ポ教育委員会としては、造成計画に支陣をきたさか′、よう剤査を実施する。調査の結氷に  

より造成計画の変更を申し入れることもあるので協力を願いたい等々について協議し了解を得  

た。   

調査主I申こ前橋市埋蔵文化財死相訓庸服Iがなり、胡就業務を山武考古学研究所が実施するこ  

とになった。   

現地調査を昭和61年8月lll～11J1151Iとする。調査刃象地域全作に20％の試掘調査を実施  

し、旛摘調査の範l軋針確定することに約1ヶJ】を要し、その後発掘調査をすることが調査］：程  

を計画rlミJに実施できるようにした。  

－1－   



l．小稲荷通路2．Lッイi退路3．北山通路4．上純引通鈷5．下純i川虫跡6．久保背戸遺跡7．梅の本道跡 8．柳久保遺跡  

9．栗原追跡10．宮下通抑11．松谷遺跡12．天神風月過払13．八川舶窯持14．荒鞭詩西遺終15．荒砥諏訪通釣16．荒砥馴l通路  

17．荒統御1鳩持18．荒【】前原遠路19．荒砥北棟退紆20．紺電三相錮21．甜人Il射出22．荒砥托精通糾23．宮川遺跡24．宮原追跡  

25．占い£く通路26．錐天之宮過払27．脊柳遺跡28．繍l：川遥洞29．荒砥荒一子遺跡30．和郎指摘趨持3l．削紺㈲机川32．荒抵＝川遺持  

33．猟無池打34．新婚校々鋭鋒35．大久保遺跡36．川根桝i遺跡37．堤東通抑38．荒砥東陳述持39．牛伏追跡40．二之明通跡  

41．∴本校過料42．洞山遺跡43．川上運‖櫛引．引用礁那・I45．1ら川．】調遺跡46．鳩仲投々由井47．未払用言場外48．見附i馴鳩揮  

49．稲仙l】適跡50．西境遇跡51．渋沢近称52．前Il＝蝕跡53．克則：川久保踊54．イ川1遺跡  

∧．レノ甘山肌汀H．†欄l帖鳩群C．小島榊八郎I）．－ド剃肌用購Ⅰミ．1イ久山常用風Fド．．ヒ横依古朋f G．西原1！J梢群Il．山／．1J滅相．川  

J．束断ゎ用群J．慮三相古舶K．大‖tl；明郎L．川棚＝榊用M．抑山・粕鮎脚N．1tJJ）帖用群0．桐原辞職劇l｝．洞11JII川即  

（I．二之姉別摘Iく．宿畑古墳群S．今井桝は肌f’1、．立野lい佃flJ．丸山1日甘酢V．今井削用瀾Ⅵ－．針中・後二子．川X．訪朝茶‖山川  

第1図 小稲荷遺跡と周辺の遺跡  

－2－   



第ⅠⅠ草 道跡の概観   

第1節 位置と環境 （第1図）   

本遺跡は、赤城山南籠の再大室町に付置する。この他城は節四紀洪積統に成し、関東ローム  

層が厚く堆積し、それを巾′トの流れが南北方向に分断している。   

周辺には東神沢川、梓川が流れており、閻析芥が発達し複雑な地形となっている。本遺跡は  

乾科7朋ヒ西側のかなり傾斜の強い、腰高138I11～l印1mの胤こ向いた斜面の舌状台地の緑辺部  

に位置している。   

第2節 周辺の遺跡 （第1図）   

近年、土地改良事業や大規膜な開発事業が急執こ行なわれ、それに伴う先掘調査によって検  

川された周辺の遺跡を、本遺跡との関連で、先土器時状から奈良・平安時代小心に概観してみ  

たい。   

先土器時代は、三屋遺跡・北三本堂遺跡・牛伏遺跡・石山遺跡・柳久保遺跡で尖頭器をl卜じ、  

とした石器がⅢ土している。今後の調査によって遺跡の数が咽えると考えられる。   

純文略代は、草創期で北I山道跡・荒砥北偵遺跡・北三本堂遺跡に見られる。早期は上縄引遺  

跡・荒砥北原遺跡・柳久保遺跡に、前期は上組引遺跡・鶴谷遺跡・荒舐諏訪遺跡・荒砥富岡遺  

跡・荒砥上ノ坊追跡・洞山追跡・今井南境遇跡に、中期は上純引遺跡・荒砥諏訪追跡・二本松  

遺跡・二之唱道跡・洞山追跡に、後期は上組引遺跡・島原遺跡・荒砥上川久保遺跡に見られる。  

晩期の遺跡はまだ発見されていない。   

弥生時代は、中期で島原遺跡・頭無遺跡・荒＝前原追跡に、後期は北山遺跡・下縄引遺跡・  

宮下追跡・西原遺跡に、弥竺l三時代終末期から1い㈲時代拗頭でセッポ遺跡・上納引遺跡・北山追  

跡に見られる。   

本道跡地周辺には、国指定の前・lII・線二子缶用の3基の前方後日用を初めとして、上毛古  

墳綜覧に大案分として178基記載されており、古墳密基地である。この他の1ヒ鳩は多くは6牡  

紀中頃から7世紀中頃にかけてつくらオLたものと思われる。この岬期の娘落跡としは、大室小  

学校々庭遺跡・大童小学校農場遺跡・人寅石械追跡があげられる。  

から7世紀中頃にかけてつくられたものとぷ＝っれる。 

庭遺跡・大室小学校農場遺跡・人室右傾遺跡があげられる。   

奈良・平安時代になると、本遺跡近隣にも多数の遺跡が存在し、檻砥五反m遺朋・上川久保  

遺跡・幽大釜遺跡群（第2次～第4次調査）が見られる。  
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第3章 調査の概要   

第1節・調査の方法と経過 （第2図）   

調査は、昭和61年8月1‖から同年1り＝115日にかけて実施した。調査対象面積は、11，583mt  

である。8J・111二lから試掘調査に人り、8ノ】26‖まで実施した。まず地形測罷図を作成後、l「l  

荒砥村89号墳の鳩丘中心を基点とし、磁北を基準とする晰2nlのトレンチを10m間隔に決定し、  

西から東へ1－12と命名した。   

試掘調査の結果、古墳、住居祉、土砿、ピットが確認され、協議の結果本調査の対象面積を  

8，900nl，とした。9月8「Iより古墳、土拡、ピットの部分的調査を開始し、10月18日までに終  

了。10月20l1に空糠を実施、21l二＝：り住店址部分の調査を開始し、これと併行して古墳掘形調  

査とプレの調査を実施、11月15［】に発掘調充を終了した。   

調査区の設安は、調査グリットは4mを最小単位とし、緯線（南北方向）をアルファベット  

（A・B・C…）、経線（東西方向）を算川数字（1・2・3…）であらわした。   

遺構の調矧ま、了！r填では現況inlj量図作成後、土屑観察用のベルトを設定し、盛土を掘削。イ了  

室の平面・遺物分布・展開・据形憫を1／10の縮尺で実測を行ない、総べてを桧山後周溝を含め  

た全体図を作成した。住屠址は十字に土層観察川のベルトを設定し、調査は阿分法で行ない、  

カマドも煉退に合わせて十字に切断した。二巨砿は半減して二L屑観察を行なった。   

以下、lほむにより概要を述べる。  

日誌抄  

8月1t」－21］  荊橋11J教育委員会、市商二1二部コニ共謀との現地での打ち合せ。調査区の試掘ト  

レンチ設定及びティピング、プレハブ設置作業を行なう。   

4日～6日 作業を開始する。トレンチのテストピット調査と併行して現状の地形測量図  

作成及び基準点移軌。  

71：】～9‖」残りの10％トレンチ設定及び掘削。併行してトレンチ内の精査及び遺構確認  

作業を行なう。   

18‖～26l】トレンチ内の精査及び遺構確認作業終了する。確認の結果古墳4基、住居址  

3軒、二1二砿、ピット多数を検糾する。全体図作成後、試掘トレンチの全景写  

寅椒影。   

271‡】－30I】試掘調査結果の検討及び本調査の試案作り。  

9f】1［】－61］旧荒砥村89号墳の鳩丘l卜じ、を基点とする南北と東西のセクション図作成後、  

トレンチ内通物取り上げ。  

8日 きようから本調査を開始する。衷」二掘削作業開始。   

11日～13日 衷二Ⅰ二掘削作業並びに遺構確認を継続し、古墳4基の経国を刊一碓にする。   

181十－20［l古墳及び上場部分の衷土掘肖り作業を終了する。遺構確認により新たに古墳1  
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基、土肱、ピットを検出する。確認全景写其櫨影。北から1－5号墳と命名  

する。   

22‖－27l】1～5号域の表面精査篠、確認全景写寅糠影。1、3号墳墳丘コンター図作  

成。2～4号墳盛土ベルト精査後セクション凶作成。」二拡・ピット群の遺構  

確認作美を行なう。  

29し】－30日 3号墳墳丘遺物分布図作成及び碓認全覚写其輪形。4号墳周溝調査開始する。  

10月11十－4［Il、2号墳石室及び前庭部調査開始。3号墳周溝及び前庭部掘り下げ、前庭  

部遺物分布図・セクション剛乍成。4号墳平面図及び蘭壁セクション図作成。  

6I二l：柑日 1、2、3、5号墳前庭部セクション剛乍成及び写其撼影後平面図作成。石  

室内割付実砧州弼始。3号鳩石室内川二Ⅰ二道物実朝■Jと併行して疎土のふるいかけ  

作業を行なう。土岐の調査開始。遺構外川土の尖頭器の実測剛乍成及び写寅  

搬影。  

20［‡全体及び各古墳の空据を実施する。  

21日～23「11、2ぢ・噴石室図面作成継続。3号噴石室掘形鋼兼開始する。4～7号土砿  

の写夷椒影。5、6号土拡セクション図作成する。   

24日～25口 住店址部㊥の表土掘削作業をl軌始する。1、2号墳石室図耐竹成後写兵拉臥  

3・号埼の均丘断割セクション岡†1城。4、7、8号土砿セクション図作成、5、  

6号土岐写輿撮影。   

27lニト29［I表土掘削作業終了後遺構確認を行ない、住居址3軒を検出する。北から1－  

3号住と命名する。伸行して3号硝石室蘭平面図作成及び写兵轍彩。4－8  

号土拡平面図作成及び写輿椒影。   

30lI～31トI住居址調兼を開始する。1－3号住屑朝：の図面作成後、全景写其粒影。1～  

3号明石室調査継威する。9、10号土砿図面作成後、写真船影。プレ試掘形  

調査に入る。  

11月111～101］1－3号住カマド調査終了後、完掘写兵秘影。2号墳石室展開図終了後、掘  

形調査に入る。5号噴石室掘形調査終了。プレ試掘調査継続。   

1111～15Il住居祉掘形調査及び古墳瀾形調査終了。全体図の作成終了する。これをもっ  

て現地調査を終了した。  
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第2節 標準堆積土層 （節3図）  

調査区域の地形は、南東－ノル】に傾斜するIt峻地である。調布区側状の■い火部にテストピット  

を設定し 、慄準上層を観察した。  

第Ⅰ屑II射場也十。枯‖∴ 締りといこ悪い抑†卜しi犬目りA・Ii軽石を含む。  

節ⅠⅠ屑 jよt也二l二。粘怖をわずかに有し、締っている。浅‖りC柑石を含む。  

節IIt層＋黒色二l二。粘牲をわずかに有し、締っている。ローム柑少施含む。  

第Ⅳ層 褐色上。粘性をイ‖ノ、軟かいが締っている。ローム拉、ロームブロックを含む。  

第Ⅴ層 荊褐色土。ソフトローム。ロームブロックを含む。  

節Ⅴ川 井褐色二し折半3－5mm径大の‡㌧色樵イ了（Sl－）をブロック状に介む。  

節Ⅶ屑 弗褐色土。ハードローム。上屑でSl）拉を少i請合む。  

節Ⅷ屑 貯掲色土。折瀦l－2mm径大の赤茶色軽ポ（lミⅠ｝）をブロック紙に介む。  

節Ⅸ屑 鞘掲色二1二。ハードローム。粘怖が髄ミく締っている。  

第Ⅹ屑 明朗褐色二t二。机仰が強いが、あまり締っていない。  

節刀岡 崎茶褐色土。粕杵、締りとも極めて強い。いわゆる噌色滞である。  

第刃屑 明荘褐色二巨。粘什をイfし、締っている。軽イほ含む。  

lトt  

l1．，．j  節3図 増準椎梢二l二柄睦】  

－－7－－   



■、－）  

A  

一8一－   



第4章 検出された遺構と遺物   

第1節 遺構外の出土遣物 （第5図）   
本追跡から山二l二した遺物はI11石器時代の石器1点、邦文時代前期から後期のL馴トオニi箸注朝  

が少量、また弥11三帖代後期の土器片1である。   

（1）旧石器時代  

尖頭器（節5図－1、図版3－6、11）   

X－8グリット節Ⅴ層より出二卜した。縦長剥片を素材とし、周縁に調整剥離を加えて木葉形  

を作山する。石質は真岩、長さ7．2cnl、晰2．6cnl、厚さ0．8cmのけ面加二l二の尖頭器である。   

（2）縄文時代   

Jll二Lt器（節5図一2－10、l乳版11）   

2は縦位の撚糸文を施文する胴部片である。3は地文にIノRの斜純文を施し、横位に半載竹  

管による平行洗練を3条施文する。4は地文にLRの斜純文を施し、半載竹管による平行沈線  

を3条l裾線的に施文する。色調は共に撞褐色で焼成は良い。3・4は緒磯1）式に比定される。   

5－7は小期後半に桶するものである。5はRL、6・7は丁一lくの斜縄文を施す胴部片であ  

る。色調は溌褐色を呈し、加1常利EIII・ⅠミⅣ式に比定される。   

8～10は後期前半に摘するものである。8は底部片であl）、網代蝦を残す。9・10は口緑部  
けで塞面に1条の沈線を廻らされ、9はl二1緑部にT字状、10は2粂の晰の狭い除幕が施され刺  

実文を施文している。共に堀之l勺ⅠⅠ式に比定される。  

川土石器（節5同一12～17、図阪11）   

すべて包含層から検糾されている。石器の内訳は礫器、打製石斧、スクレイパーである。12  

は片面剥離片を素材とし、周緑に訓整加工を施し打撃点を残す。また裏面は自然耐を残す。石  

質は東岩、長さ7．6cm、幅5．6c爪l、厚さ2．3emの礫器である。13・14は打製石斧である。13は  

粗い剥離綾川糸鋸こ細部加工を施す。片肺に廿然面を残し、刀部は丸く作山されている。基部欠  

損品であるが現長7．3cm、晰5．6cm、厚さ2．2cnlで短冊形を呈する。14は粗い剥離後納部加二l二  

を施し、－鞘如こ自然面を残す。刃部は幅広で側辺に放りをもたせ、長さ14．3c打l、幅8．3enl、厚  

さ2．8cmで分銅形を呈する。  

15～17はスクレイパーである。15は大形剥什を表材とし、粗い剥離加工により刃部を作出し  

ている。片面に打撃点を残し、断面三角形を呈する。長さ6．6cm、晰8．3enl、厚さ1．6cmであ  

る。16はこ打撃点を残し、仁l然両側からの片面加工により刀部を作川する。石質は、黒色頁岩、  

長さ4．7cnl、晰5．6em、厚さ0．4cnlである。17は縦長剥片を素材とし、周辺を細部加」二により  

刃部を作山している。石質は真岩、長さ5．7em、幅3．8cnl、厚さ0．9cnlである。   

（3）弥生時代  

川」二二1二器（第5図－11、図版11）   

胴部片で楠曲9本を横位に波状、縦位に1、字状の直線文を施す。後期の怜式に比定される。  
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第2節 土 砿  

本道跡では、調教時に10数基の二1二枚を桧山したが、調査を終了した時点で確実に遺構として  

捉えられた5基を掲載することとし、整理時に番サを変更した。調査時の番号4・6・5・7  

・9を1～5に変更した。  

l号土砿 （第6図、図版3－1）   

本址はQ－8グリッドに位置し、3号鳩々丘と同周溝の一部を壊す形で検糾された。また上  

面を近壮の耕作により撹乱されている。0．64×0．791tlの平面楕円形を呈し、探さ1．36nlを測る  

遺物は桧山されず、時期不明である。   

2号土鳩 （第6・7図、図版3－2、11）   

本址はW－13グリッドに使謁し、3甘脚剛附こ壊される形で桧山された。1．44×2．45mを測  

る平面楕円形を呈し、探さ1．32Illを測る。また下部の形状はひょうたん形を呈し、球面にはI二l  

－ムと粘質土の混合二Lが貼ってある。この休†而1Jにて南北に3本の小ピットが検出された。緩  

土中より（スクレイパー）が山土しており、較．七・形状・遺物よ畑縄文時代の陥し穴と考えら  

れる。   

3号土砿 （節6図、図版3－3）   

本祉はW－11・12グリッド、2号土拡の西41m様に位置し、3片墳周溝に壊される形で検出  

された。1．46×2．51nlを測る平雨情川形を呈し、探さ1．40Illをillllる。下端は平面ほぼ長方形を  

呈し、0．74×2．05nlを測る。北壁には弱いオーバーハングが認められた。また2号上 岡様に  

床両で南北に2本の小ピットが検出された。遺物は検山されなかった。覆土・形状よI）純文略  

代の陥し穴と考えられる。   

4号土砿 （第6図、睦＝板3－4）   

本址はY－9グリッドにて桧山され、3一札上砿の南西13Ill程に位置する。上面を撹乱されて  

いる。0．60×1．64I11の平面不整長方形を呈し、探さ0．92Illを測る。遺物は検出されなかった。  

時期・性格等不明である。   

5号土拡 （節6匝】、l乳版3－5）   

本址はg－13グリッドにて検山された。1．74×4．461tlの平耐剰1I形を呈し、探さ0．13cnlを測  

る。敵1二上層にC軽石混入㍊色土に炭化物を多故に含んで桧山された。遺物は検け．されなかっ  

た。時期・性格等不明である。  
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那7図 2号土J射Iし1ニイ了筈：；   

2り・土＋川土ポ器（節7図、I丸根11）  

1・2はスクレイパーである。1はけ而に自然面を城し、川辺を細部加⊥によりメノ郁の作り  

山しを行っている。ポ質はf（れ、良さ5．9cnl、晰5．8cm、咋さ1．1cnlである。2はl∫l然両を多  

く残し、J．－rl辺に紬師虹l二し刃部を作り附している。l■漕潮側に打撃点を甥す。イ㌻質はjメ．沌頑ぶ、  

長さ4．4cnl帖4．3cnl、惇さ1．4cnlである。   

第3節 古墳   

調査前は八川2基（上毛1い賞縦覧 荒紙村841∴ 89－り・l賞）が確認されていたが、．川寮の結果  

この他に3牲碓認された。調剤引じ川から1号～5号用と命名し、荒砥村別号州を4り・墳、同  

約り・墳を3－り・蛸と†k称した。  

l号墳（節8－10図、I酬k4－1－5）   

本‾■い明は、胡査区北西部に位糾し、周辺は肘勅こ傾斜した斜面となっている。東側には5－ぢ▲  

煩が通路している。   

墳丘はすでにl廿平され、櫨土は城〝していないが、地山の高まりを少し留めている。糊溝の  

形状より往約13．Olllの川填である。川溝烏全周せずに古墳東川と西側で切られブリッジをもつ  

形状もイりタJ・であり、探さい曳い所で10cnl、接い所で40ぐmと－・定していない。在勤裾こは前庭  

が付設され、それに作う探さ0．80‖1の不整H形の落ち込みも倹川されている。桐溝、前庭IJ、】の  

哩土⊥屑からは閥～りIi軽オiの純桝が掩＝されている。  

I／車肛lミ†本は、地Ilはで臓り込んだ仙l引ノ」にその根ポを抑、ているこ，イi室は安l廿㍗の札イ滴iみ  

の両柚形情火点イニ龍と考えられるが、明帽ではか－。イ苗は上面で破壊されており、†‖川封カ、抜  

かれ、前庭部槻tよりこのイiけがH卜している。   

輔Iりル1はSllOtミ、］三輪良は2．95日を測り、よ実は良さ2．0011l、奥壁幅1．12nl、人l唖紬5cnl  

を測る。奥既は－イ了構収を意図したのであろうが、側壁との問がl糾、ているわ、人小の礫によ  

って祐l吊を充用している。昧両には小lり嫌が敷かれていた。よ室と涙道との矧こは玄l‖用史イiは   

孜道は良さ0．95I11、晰50cnlを測る。羨道人‖には小イiを詰めた閉塞が残っていた。ん紆而の敢  

イiは抜かメLていた。石室人l用；（こは前庭部と考えられる。イJ村‡ムが残っていた。   

遺物は川＿▼卜していない。  
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lt＝148．001l  

O  lll  

」∴」   

節9図1号墳ポ室展閃図  
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II：盟色1：  

Ⅰ】．j膿色」：：C畦i；混入．  

m．黒色土  

V．腐褐色土：ハードローム。  

l．略抽色l：：C椎子iとロームプけツタ含む，  

2．黒色t：：ロームプロッタ少漣含む。  

3．略梅色土：ロームブロック多蚊含む。  

H＝1亜．00hl  

O  lll  しj   

第10図 1号噴石室掘形囲  

－16－  



2号墳（節11～14図、図兢5－1－5、13）   

本古墳は、粥瑠引ヒ部に†立間し、北側と州別が訓査区域外のイr、未調査である。西側に1号  

鳩・5－り・埼が近撲している。   

墳丘はすでに削平され、盛二t二は域〝していない。北側と粥†糾が未調査の為不明であるが、周  

溝の形状より径約9．60111のIリ墳であると考えられる。周溝は仝刃1すると思われ、J投人触れ40111  

探さ50cn－を測る。ポ案抑こは前庭が付設され、それに作う探さ1．20－11の不矧・J形の落ち込みも  

検州されている。榔臥前庭内の恥じ二上層カ、らは測りl哨イ▲iの純柄が検出されている。  

l勺部三冊くは、掘形を持っ安Ilげ‡捌イニiの札イ丁積みによる州‥り路構穴式石室である。イ詔甘みの涙  

態は良好であるが、両側璧の村石かが抜かれている。   

も軸〟何はS2501V、主軸長は3．90111を測再、玄室は良さ2．38日、中央幅1．50m、典雅幅1．25  

m、人l仙‖．05111を測る。奥蛇は下に1イ了∴ その」1二に1イiの朴2イ‡iで構成されており、人きく  

玄封仙こl勺付iしている。床面には小‖礫が二重に敷かれていた。玄室と羨道との蝿には玄門が  

設置されており、舵イ丁は偏－ドな石を捕縄きにしている。   

羨j削まjは1．50I11、幅60cmを測る。茨通人＝には小才ニほ灘めた閉塞が残っていた。昧面の数  

千了も仝帥トトIl傾が敷かれており、玄墨の昧両よI）一段高く設附されている。イ茂人Il部には前  

庭部の・部と考えられる石頼みが伐っていた。   

本イニ凄の特徴は玄室中央部に脹らみを持っていることが指摘できることから、所謂終末糾1！J  

墳の持徴を示す「胴張り」を持っイ了室の純申に入るものであろう。   

山上迫物は、前庭部より少捕山土し、図示し子守たものは3点である。   

節l衣 21ナ脚1＝二道物  （叩拉：cm）  

終り  符 廿  沃！止   缶lきのI，†跳   成・整lきのI与飢   ①拍巨②鴫戊③色鋤蔀代／f（引囁ケ   

①糾抄含む，㊤イ軋③…軋④！1。  ロ  ＝挿器  （12．1〉 2．7  やや鮎・iくちリL喘の比舘より作  l‖象軌勺瞞ナチ，膵㌫外面総     咋   渉外柏舅にtゾく爪立・I－る，  刷り往、ナチ｝再戯ナチ．   尽蔵畦缶琵lニト軋   

上伸器  （10．8） 3．8  球状モー1tすか件邦から‖ほ伴  ll建部内部面沌ナチ。Il欄；外l甘陀  ・苫砂持合む，⑧イりl。③ほれ！褐色。   咋   如く正亙 
2  ・「る。   刷り。内面ナチ．   ④争う，⑨前庭部托†：卜軋   

把手‘iもたち・い．1t手tか小さ  拓L拍替きlパⅧ邦」戊I釦†の代   

態とキる。   ハケII叉を施－「。   
3  眉心持 祀扶        ①択軋②里肌寒伏帽色。貞）lI抜荊 捌l，％。⑤l筒畦福織t：帆    （I】．9）  く、ややフラスコ司‘きに近い里  郎一差≠灘ほでロタロl尤l封こよる  
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雛11図 2号墳全体図  
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II＝146．00h1  

0            1入I ！∴」   

第121ぎ12号哨石室展開図  
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い  

1■黒色土：い日工とロームプり・′タ少且含む。  
2・劇褐色二i：：ロームプロ′ク混入。  

3・氾色上：ロームプロ・′ク多肌合む。  

4・褐色土：ロームプロソク少ちt合む．  

5．褐色土  

6・褐色上：黒色柏凝」：プ【】′ク含む．  

7・裡色－l：：ロームプロリグ少岨含む。  

8・寅掲色l二：ロームプロ7ク混入．  

l†＝116．0011  

0  

L ‥T．＝∃   
111  

第13l冥12与ナ墳オi割居形図  
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第14lツ12号刃紺＝二道物   

3号墳（りニー仁古墳寺宗覧J糀紙付89・lリ貞） （節15－22図、図根6、7、13～18）   

本古墳は、調寮l亘中火部に†甘閏し、北仙‖こ1号埼と5・引軋 北東側に2一片肌、南西側に4り・  

煩が近接している。りこもい代紋妄言Jによると、荒桃川89一号J捌こ相当し、人て・｝：州人室字小稲荷  

277 番地に所在、地Ilは‥ト林であるが現作は畑地である。規一期よi「l：往66尺、高さ10尺のl廿昭で  

岬用I9iドに剰tlはれ金殿4J∴川しl二と記さJLている。現況でも‖形を！i与する小規膜な墳丘の高ま  

りが認められる。   

用Ⅰ了こはすでに上面ではl■川平されていたが、封二1二は域〟していた。‖土は他山である標叩ミ．t二屑  

節‖桐、ほ‖りC軒イ川上人】J．も也＿卜を基盤とし、その上にロームブロック混人相色土とC軽イii昆人  

黒色土を＃J削こして聞く締めながら梢んだ版築である。川溝の形状よリi左往約37111のIII川と認  

めJJれる。周溝烏仝JJ，－けるが不整‖形をチi！し、臨も－・定せず広い所で7．20m、狭い所で2．50I11  

を洲り、深さは探い所で1．30日、ほい所で60cnlを測る。イ指描‖こは椚抜状の前庭が付設されて  

いるのが検州された。榊溝＼前傾l勺の哩土上柄からはほ問B較イiの純屑が†剣11されている。  

I勺部三iミ†本は、地‥はで川り込んだ摘形l勺にその棋ポを開いている。イi三富は後世の撹乱により  

大坪のイiが抜かれているが、安‥萬割イiの乱オi漬みのiiI川I形構穴式イ撞とサえ▲て）れる。   

冊‡lカ向はS3401V、三軸lりをは6．28日を洲り、玄室は良さ約4．10‖、帖約2．10111を測る。奥壁、  

側既は抜かれている糊二構戊はイいリIである。昧面は′川り轢が敷かれており、よ墨■い火部には問  

什り川が検川された。玄墨と茨道との嶋にある玄I－■l、鵬イiは抜かれていた。   

藻道は長さ約2．20‖1、取乱90日を測る。薄遇入‖には径80cnlf■紳）測イiや小ポを詰めた閉塞が  

伐っていた。帰朝の敷イ＝ま馴ほJLず、イ茂人日掛こは前庭部の‥部と考えられるすi梯みが伐  

っていた。  
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仙士道物は、肌t及びii7i鹿部をl卜じ、に須揖器が多兢に川上し、また、手撞l廿よ牛鉄器期・人  

骨・曲が山上した。＝二I：二卜器の図示し得た虻のは8点、鉄器20点である。  

第2表 3号墳川二Ⅰ二迫物  

符号  託i托  払量   たilきの持飢   成・矩Iきの彷彿   ①職l：㊥現収⑨色胡①玖在⑨†ぢ孝   

ロ  t：ー¢彷 丹  10．i  球状を●ltナる代こおかJ〉弱い柁  lli貞拓lま】外面捕ナデ．作．甘外面指  ①価抄合し．㊥適†r．③障糾也，④！′畠，    （ユ．1！  せ霊まてII暮l柘植くIll純ナろ．  刷り．1勺鵬ナデ．   
汀i悪器  （毒力；り多く含む．②触軋牒拍胡朋色  

2   丹   （封≦．   

明悪筆  ①軌礼◎1碑。（恕明細色‘（辞去．  
3   れ   牲柚二什禁圧†」けi．射人品．   

．1  須悪箪 高丹    杯～捌．川細目・■lミサる。托：おで  けタロ呟‡きで外面にIjく仁l暮t 透か  ①日英持合む（訓柚h③紺椚購    （阜．9〉  飢‖服；仝ル帰揮・ 
9．6   

昭悪器  ①打l軋軌l仇㊥状l‘他．が．i。  

、5   縫   ㊥l‘I然的り帯．桐人品．   
〟へ川く．ilこ【用；突川．  

①〃炎・墨判り‖山二合ひく壇）良If．③  
6  須悪筆 亜  1l．l  小さい－ド庄カ1ら球状そTlもする．  Pタロ象牙乏．      1l．2 ！ 略伏閃色．㊤！i，   

．5   

7  須悪器  仝†いこイピッ球状そ．■tミ・rる。  †い：経巻さl：け叱fりりタロ戊lき  ①小け唖り川）含む。③聖軋③埼  
良和伏            ． ll；前より日豪部外ノえil鴫に！在  によるヨコナナ．症J捌こ前日の摘  J刷也。④亨錮。l服貪ト 

立。り輔に∴伶の文托略もつ。  行根城す．   

8  須心持 人Ij！！  23．0  球朋せIlt十る明雄から＝録朋  仙・l：経巻き上けlた－き．1I嘉嚢おにi作  雷電；榔む・㊥刷。③皿也，    り8．1〉  くのて：状に外kし．埼経せ川  媒伏の沌吠ぇ．Ⅲた；H州l盲トじ・‖、  
り返す．   外l軒I！抒叩さ‖ほ．三一コナチ，   

9   i巧拘iぺ〟  JJ】と6t．31て亡、策lとさ．ユぐ丁．州一／S．31Tl，・‖i‖埼り，VJl．かご｝26コⅣでU●i：IきにIl…lげろ．．芋い11けてある。   

10  玖狼用状金持   Jとさ8．7rn【ゾさ5．lmを射ろ．j；〝1きのくぴれた欄でー八月；に川奈かつく．眩うりとか？   

錆根環状虻黒   Jとさ9．lrn．1ゾさヰ．9上■そ刈ろ．Jと〟書きのくぴれた現でJli如こ州令かつく．指令はか？   

il板持  】とさ7．lrn．吼捌離．lrn．；ゾさ5－6■■，折蕗・†i¢い川j．日生が小一‘   

托製摘MIき令It   」；ほ5．3ぐれ．1iiほ3．7m．咋さ5．8－t，〃外装のri射いこ机る．貧乏との巾た廿あり．   

玖！！粥  良作6．0ぐn．1ii托」．9m．けさ5．21T．別卵形で透かしケし．小甘の舅と与えムれろ‘   

銑氾ほ  」iき6．I印．1Jほ；往3．7ぐ力をよtる．肌邦に叩きす（カIムろ，   

】6   

n       12       】3       n       15  

食ilI41一極   l／りた8け1のjl伸そ環状iこ裾ーる．   

】7  金銅黒井l‡   Jil亡2．如．1朗最2．柿伽，析lりややほのせつはl里甘け糾1トを用状にβItrろ．セ別封り．   

】8  各開架耳往   一之菅豪2．9ねれ侵if2．5ぬ。ナl・！おiり，】7と2朝1！とと与えらろる．   

19  食鋼製隠殖礼金圧   明〝艮9．・1くⅧ，1在粍】0．9叩．飾人ノノの‘lヤ納金甚，   

20   Il矩iI  明〝ji7．701、太さ・lX5hュを細り．軌軒l沌坊Ijくlこド欠ける。   

21   fl冥iJ  明〝Jと6．7rn．来さ6x5h■そ細り、斬貞iガfき．いりざ甜1りあり．   

2～   織里釘  明肌i3．さm．大き3．6×3．9ユ1を抑】．断面ガ形。トド欠●りる。   

23   玖誠  〃既呪〝比j．2m．給現〟li9．lⅢを討lるけノJ抜でぁる．   

21   玖紘  l兄在比4．0巾せまlるlち●刃爪でムろ．   

2S   銑鉄  軋帆射．】ぐn、〃㍍さ．3日．ほ㍍2．れコ．Ilリ一欺と思わ止るか、〃r邦丸根の■－一櫨代著叉・r，   

～‘   銑鉄  堤Jりと6．2和そ判るけノJilでムる．   

27   il怯  堤Jりi7．5mを詔lる．，芋で、喋の琴爪をIiナ．   

28   jl怯  呪〝Jと8．7（nせ削る。焦！I轟の晰鵬か明沃†≠を－吉ナるわ．flの可能化を事H■。   
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ll．黒色1二：C帖梢比入。  

‖．損色土  

Ⅳ．褐色】：：ソフト【J一人  

げ  Y．韓出色1∴ハードローム   

l．黒色Iこ：a・＝トーム拉少≠、bロームI上多娘含む．  

第17図 3号噴石室掘形図  
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tl；148．00h1  

0  2ゝl  

∃  

節1胆13棚荊脚逝物分邪図  
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節1別ヌ】3号墳石室遣物分布図  
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∠：≡∃←二ニー。  

節20図 3号埼山土遣物（1）  
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0．  

節21図 3号増山土逝物（2）  
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第22図 3●号卿t廿辿物（3）  

4号墳（r土毛了与墳覧J荒砥村8‘1号梢）（第23図、図版8－1・2）   

本1！r墳は、訓査l釘南西部にイ立置し、北火I酬こ3号墳が逓減している。r上毛1！r墳綜覧Jによ  

ると、先構村84号墳（こ刷当し、大字西大鼓昔：小稲荷加0番地に近布、地l至Iは山林であるが現布  

は州地である。規模はげl：様132ノく、高さ10Rの11填で‥桝I19佃こ発掘され金環2点、刀1点出土  

と記されている。大半が綱査区域外であり、円形を塁する′ト規快な墳丘の高まりが認められた。   

今回の制寮では周溝のみが検川されたにすぎず、全件を把据するには至っていない。川盲阻ま  

最大晰3．00‖、探さ0．40～0．60I11を洲り、哩二Ⅰ二＿l二屑からは伐IlりB軽石の純屑が桧山されている。   

川二卜迫物は、周溝川よ1日、けの二l二器を少ji川1土したが、l乳示し得なかった。  
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節23図 4号墳全体図  
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5号墳 （節24－27図、図版8－3～6）   

本jい和ま、調査区北部に位㌍し、北西†帖こlり・J軋 北京†則に2号埴、南側に3号墳が通路し  

ている。   

墳丘はすでに刑平され、感土は械存していない。川溝は碓認されず、石室前に前庭が†iJ・設さ  

れ、それに伴う探さ0．60111、径2．60I11を測るイ巧割り形の落ち込みが検川された。前庭l／、Jの哩土  

上明からはほ描＝i軽石の純層が検山されている。  

IJ、】郎ti三体は、堀形を持つ安l＝岩肌イ丁の札イ刷iみによる小形のれIl榊価≠横穴式イi室と考えられる。  

2り・墳とl剛阻．玄室小央部に脹らみを枯つ胴脹りのイilざの沌申に入るものであるう。   

＝仙〟向はS260Iミ、主軸長は約1．70日を洲り、よ塞は張さ1．10Ill、晰50cnlを測る。奥璧は抜  

かれているわに構造は不lリ1である。昧面に（こH、Itl嫌が炊かメLていた。玄室と羨道との1釦こはよ  

門が設問されている。   

羨道は長さ60cm、幅42cnlを測る。撲通人＝には小イほ詰めた閉塞が残っていた。床面は人Il  

部で放イニiが抜かれている。また、イ＝茂人l用；には前庭部の一部と考えられる右横みが伐ってい  

た。   

‖上道物は、前庭部覆二L小より少一統川」：し、図ホし得た几のは3点である。  

O  

． ． ， ＿．．＿＿ 
＿   10m  

節24図 51川川上仁遣物  

弟3衣 5一片噴出土遺物  

肴り・  て；川，  法 ちも   之二；彰の持訊   lん・惇l≠のIl仇   ①拍l：（君甥I友⑨色調苦・玖〟⑨楕ケ   

①亜抄たむ。⑨11け③橙勘色。喜成†j。  

ロ  ＝坤祐 丹  1～．6  球1しを■tl．ナる1Iニ就かJ）弱いほ  lll購；冊摘用ナナ，僻叶耐電      1．l  を書手てIlii拓l亙立1も昧にI勺械 し ⑤札付翫   

、端部引勺に軋め込む。   

①棚抄たむ。②適†r∴釦†帽色∴即ふ  

2  上伸笛 丹  （1l．8）  球れせ‘ltする材、如かJりlほ邦  ‖I山師再外1両川ナチ。休出外面佗      3．6  壇く帝：立する。  帆り。IIJ而ナチ，   
‖廿器  ①小砂礫多く合む。②イ川場舶載朋  

3  

（g．4）  緑乱ハニ立1i昧（二叶lズする。   机り。軸佃十デ，   色。④＝維臨一鳥；Ji叫。   
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節25図 5号損金棒図  
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凰＼。 

＝＝146．30トt  

O  ’  

第26図 5与〃貞イ一室展閻図  
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Ⅳ．柑色＿l：  

Y．代用色．t：  

1．桔因也．1：：ローム7【丁ッタ含む。  

2．帰因也．l：：lf〃とロームプロ・ノクかじ  

tI＝】16．501t  

O   
l   

第27図 5サ用布塞据形図  
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節4節 住居址   

当追跡で械川された†l州側：lよ3抑である。確認頗に粟から西へ1～3－1ナと命れした。11j・Ii：  

IがII：のみi†iカマドで、他の2晰は来カマドである。またこの2・3竹田．軸l：のカマドにはrI然  

礫が構築材として利川されていた。  

l号住居址 （那28図、け＝阪9－1－3、12）   

本州：はー－24グリッドにて検＝され、判而不整長ノブ形を！lり一る。三l三相はN40Ⅰミを柑iりし、摘  

壁中央ややl甘粘りにカマドをもつ。外典長は粥西南」LそれぞJL2．76・2．47・3．35・3．42nlを測  

る。壁の卓二ち上がりはゆるやかで、碓認涌からの探さは20cm蛾である。臥I：【i，卜屑黒掲色土、  

卜屑掲色土を基胡とする。抹両は全般に軟質で北西偶に技をむつ。榔附ま胤1ほれなかった。  

ピットはI仙川・火やや西笥川で1基検潮された。このl｝1は、t棚橋lリ形を＿！lもし、38×40cnlを測  

る。昧面からの深さは19cnlである。   

カマドは胱外に36cnl捏脹り目して構築されている。輌柚郎lこけと恨rl加良好に迫〝していた。柚  

部は地l＝こ近l以した粧掲色粘土と小砂礫の混合二巨で、化かにl勺相知昧に造l川1される。燃悦部  

はほぼ平川で煙＝郎でゆるやかに宜ち上がる。燃蛾部I勺から軋胤附こかけて波蝕偵は折井でな  

く、旭川＝糊の肘IIとサえらJLた。   

川二t：地物（こりじ校的少なく、6点をセI示し得たのみでいる【，  

節4衣1・l川出川：＝」二道物  （肘立：cn－）  

終り－  器II  iム！lI   之Il≠の11仇   戊・や臣のIl仇   ・耳亜tイ至刑●鬼⑨也脚》代J′③絹ケ   

12．1  佳代そりすろ廿赴けり‖川端  ‖ほ永日外面代ナチ，仲井外山佗   耳削抄含レ，雀）遇††．⑨帆船色官需  

ロ  ＝神器 こ            3．さ  如くl在立1tり、にIt」軌・llろ．   糾り桟、吼いナチ．＝鵬ナナ亡   ば完tき．   
り  

富砂Il多一に合し．隼り、山 喜1付褐色ミ  

2  ＝拍㌫ 咋  10．9  咋1tそ●●ける．廿邦上りII托  l】I捏津川摘冊ナチ，作雉叶鵬托       3．6  りくl〈二立1ltl、にlり蛾‾l－る．  別り托、ナチ。凸面ナチ．   ：ギ・●完Iき，⑨外面：ニ ニi上嶋・入札   

耳・1津ほし．㊥lいf．⑨和也．・：i：lき。   

3  ＝埼墨 咋  9．8 3．3  1艦1tそ■l†する什鉦1リ‖川部 煩く内相し、端部1Jlに九′）込 レ 
。   

・①ご用含U㌧雀欄†L㊥附机L④l室，  

履くl勺軌1l¢いこ小二ホ．1－るt   刑りほ、ナチ。再而ナチ．   ⑨胱甚1勺両にrXJの他出l∫   

∫け車．た（′。・射川．甘八郎色．†：i：1■i，  

打球煩くIh二れ－I●る，   

明／／1Jと12．3（、Tを川り．七城郎を欠川1■る．   1  ＝悼耶 り・  （lI．6I  1…そ■H・ろl川；い＝＝iiお  ll掩芹再外面惰ナチ．附田川磯      2．9        5  ＝拍祁 咋  （lI．7l  やゃ鮎－ll々JLltのIt雌い‖≠  tlI鼻音l勺外面抹ナチ。廿邦牲l両托      2．9  恥♪るやかl：立Iノトかり．1l   刷り往、削いナチ．ll】鵬ナナ．  6  illjlI  
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1
 
 

1．出色土：C推Ii合U。  

2．削色二l：：C柏ポ・ロームIい【トーム   

プロソク食む．  

3．州色－じ‥口一ムけ・ロー・ムプ【トソ   

ク多射こ含む。   

l．：138．2伸1   

2ヽ1 0．＿．＿＿＿ －－‥－‥－－－－・・∴  

カマド  

l∴きl也二lこ：Clよ嬬t上人ナろ．  

2．氾色：t：：C推†i・ローム柏少兢含む。  

3．カt柑也ニl：：ロームプロ・ソク   

L：13臥00ll  

ll1  
O 

・  ＿＿＿＿ 

∈≡］：詔  ∈至∃≡  

∈≡∃≡  ∈≡］≡召  

節2綱 川托剛‥と出土遣物  
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2号住居址 （第29・30図、l刊肌牒1・4・5、10－1・2、12）   

木11l：j・lく－－2l～23グリッドにて胤1日りLl与j・†lリ．i川1：の舶lり16‖l附こ位置する。平面イく鴨1主  

〟形をJIける。三i三相はN770Iい日掛向し、東壁lい火iむ寄りにカマドをもつ。裾削主は恥明朗」じそ  

れぞれ4．30・4．45・4．25・4．40111を測る。璧の立ち上がりほほIl帥：で、確認涌かl－，の托さは40  

川程である。世上は上層悲ミ也二1二、川ヰ掲也二卜を基調とする（．抹而はよく肺みl占lめられていて、  

全般に輿囲であった。ピットは5料亭川ほれた。1】1は†I三居川：舶来隅で検潮され、il価帖＝形を  

呈する。規I則よ0．70×0．8鋸11、探さ15川を測る。l】2は北西馴で検川され、平面I仙川≠をプiもす  

る。規慄昭0．53×0．62nl、深さ9川を測る。t）3は北京隅で1如1ほれ、平面情lリ形を！lける。  

規悦lよ0．85×1．24‖、探さ15cnlを測る。こJLらⅠ｝1～1）31よその形状等に関越を域すか、†描～  

から二lミ圧穴かと考えらjLた。I）4（川三I出まば■い央にて検＝され、盲ド面ほぼl【l形を呈する。規膜  

はi「l：子即0州捏で托さ38cn－f一．沌側る。l，5は・IL矧葦やや西笥りにて衡Ilされ、サ而情lり形を●lけ  

る。規け汗＝5×52c－11、探さ25川を測る。   

カマドは構外に67cm楳脹I川＝ノて構築されていた∴両仙椰の追〟状況は比綾的良好であった。  

紬部は＝色粘土拉、小砂礫と㍍栂色土の混介土で、ほほrl■I：線的にjむI川ほれる。またノ用L仁に  

てI糾そなl－1然礫が倹川さオtた。これは人井部の懸架柑の位購の†l，川ミと拭えられた。さ－〕にカマ  

ド両甥か－■，ノ川：緋にかけて構築けと．せ＝）れる砕礫が怜川された。イ功I：州別こも礫が去b∴り如lほ  

れており、これらは共にカマド構築りとして恍IIほれていた可能件カi強い。燃恍部仙It川】にl掴  

まれるJ杉でl釧一．され、九昧面は26×32川の平面情P川≠を！l！し、半川面をなす。燃悦糾から煉泊部  

にかけて！．i段をもって卓二ち卜がり、帆鋸I；から鮒㈹；にかけてuほぼ垂i如こ立ち卜がる。据形  

はイ月割杉を●lしし、峠而を僅かに瑚り込む。   

州土遺物はカマドを中心に比柏的多くの破什を採JIくしたが、図示し盲ききたものは5点である。  

節5英 2－り・†l瀬川二川」二退物  

詫号  冨；け  沃†ll   ㌫†jのI†仇   庇・悩IきのI1れ   （Dl責l二②恨侃令色，翔℃町机捌け   

上川宥  ①雲り含むt⑨ややイりl．（弧l徒出色．  

ロ   り・   亘）托ヌ削勺面にrX」の掩．巳l∴   

煩くl舟：立する。   

上伸郡  ①抄持合む。⑧Jlり．⑨Ⅲ栂也．曾▲lノi．  

⑤紬帥二iI腫l・I弟．   

2   叫   

上値之；  ①け拉含む，②貞叫．⑨袖也，耳Ili，  

3   lI   肌りほ．†か、ナチ，ll丹iナチ．   

l二佃己i  ①〃策拉多量にたし，②†りl．㊥畝揖  

4   火   也，④lIほR；－1佃l与。   

住1芸け叶くたむ。㊥小Jl．③軋栂也。  

宜廿圧邦†サ＝」■・糾亀．  外圧‾㌻る。   
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L：137．70ユt  

2hi 

カマF  

l．班褐色．】：：IいC軽石企レ．  

2．灰茶杓也】：：埼二l：プロッタ・状多放に含む。  

3．茶拇也．1：：枕二l：柁・焼＿llT【】ソタ含む。  

4．褐色l：：Cl圭ポ・蛾二1：柏・根†ヒ拍含む。  

5．暗羞恥也1：：砧－1：・⊂ト【ムlト小砂礫混在．1：  

L：】さ7．5仙1  

0  
－． 

一－  1hl  
！   

節29図 2号住屈址  
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ノ  

O  l仙  
l．． 一し＿．＿   節30図 2サ†二lミJ出直lトト遺物  

3号住居址 （第31～33睦l、l副板9－1、10－3～6、12）   

本址はj一柑・19グリッドで検川され、2号住属址の西8日程に位置する。平面不髄張J形  

を呈する。三棚‡lはN92’Eを指l如し、東壁ほほ坤火にカマドをもつ。各壁長は東西嗣北それぞれ、  

3．40・2．85・4．05・5．001tlを測る。壁の立ち上がりはほぼ垂汀！：で、碓認面からの探さは35cnl程  

を測る。軋l二は上層黒色土、下層禍色・上を基調とする。昧面は全般に踏み倒めが弱い。ピット  

は4基検潮され、その位置より三iミ往穴かと考えらjLた。t）1は南東隅で検川され、平面楠lり形  

を呈する。規快は0．51×0．82m、深さ7111を測る。1）2はi机l耶内で検出され、坪朝i不整梢刊形  

を呈する。規模は0．60×0．68‖1、探さ13cmを測る。Ⅰ－3は北西l判で検州され、平面イく拙糾I】形  

を星する。規快は0．72×1．0811l、探さ13cnlを測る。1｝4は北東隅で桧山さズL、平面楢川形を呈  

する。規f則ま0．46×0．5飢11、探さ15cnlを測る。   

カマドは蛇外に67cm程張I川1して構築されていた。仙は左仙郡のみの残存、と言うより寧ろ  

カマドの据形より推すと片柚のみの構築と考えられる。れ柚はそのまま他山が利川されていた  

可能怖が強い。また本址カマドのみ、内軌こ「峨褐色粘二上が厚さ5cm程に脹りつけてあった。  

そしてカマド補強材、天井部懸兜困として嫌が多数利川されていた。一部でその仕掛こ偏れが  

認められたものの、人半は頂位椚での検川であった。燃焼部は平面附1】形を呈し、燃焼部から  

煙道部にかけては多呆の悦上・炊が検＝された。ほぼ平頼五燃焼部から煙道部を総て、煙道部  

から壁外への焼山部へと山る。   

遺物は多数検出されているが、図示し得た亘のは8点である。  
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節31図 3号住属址  

第6衷 3・ぢ・伴J離山捏】二辿物（1）  （坤位：帥）  

肴l‡  軍 け  iノミ  ちt   閻lきの持仇   lよ・廿りの服れ  ①伯t：⑨鴫戊③也ゆl〝（引篭サ   

ロ  t：たlえ； 咋  】0．」  球状せ－1！する膵汽；よりIll緑－  【 巴 抒  葎おIIl外州h・卜㌢．1I：お汁而遁  ¢封膵沌．③遁†r．③粧相性．④完    3．5  煩く川軌する．   リ托、mい・ケア．lIl11けデほ、 さ 
。   

2  ＝け㍍ 咋  】0．1  ▲丘状せIl！・卜か件礼よりIl相席  【  拍斜l勺外両lかJ・ナ絶、離さ．作  Q）署l舶江h⑧木瓜③粗相色。④完    ユ．4  わiくi∧：立う●る．  部外面柁刷り，凸仙・J・ア軋研き。   Ij．   

l：トIたi  Q）黒酢釦h◎ややイり1．㊥的出色，  

3   咋   3．5  ll亘く爪立1t叫こに川川十ろ．   椚り使．1jlいナナ．川面ナチ桟．  

くl几：立する．   

lイ卓て；  

丹   3．2  ㌫人さく川さ．111鋸－IJ」川久  1  l・l増えi  （tO．3）  鮎・l！ウ九托の拭およりIIこ㌔捌l】  II部再外面沌ナチ．作付外再指   ①小秒Iモ含む．⑧通†r．③鴫l冊1也，   咋  2．2  叩1叫主に外相し、Ill付－でIlモ   餌り絶、”lいナナ．IIl而ナア。   ◎11‘  5     【13．9l  やや鎚－ドな九Itの胱よ【かJ，Ilこ  l】録邦l勺外面lかJ・ヂ．膵ル外出柁   荘fH痛む。⑧イこ良⑨付也，④！去，       吐lニl豆くl什立・I一る．  桐りほ、ナナ．1I汗j・十・7′．   
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第32図 3号ti三原測：カマドと川二卜地物（1）  
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0  
．⊥．．．＿＿  lOan 

！  節33閻 3別l渦址出土造物（2）  

節7衷  3号作劇側：川二l：迫q勿（2）  （単位：cm）  

呑Ij・  器 持  り； ！ll   第I≠のIキ歓   戊・矩IメのI．†n   （訓育l：壇）晩成⑨色調㊤牲′√⑨伯与   

t：錐符  

6   楼   位の掩椚り，l加甘ナナ．   也．⑥‖川轟トI胱－lt捗 払   

7  t：錘訪 瑛  20．8  J毛羽軋 ●暮！叛かノ，掴よ一武削り  11柁鍾l勺外面伏ナ名」那欄刷胞  （計ご；り・I撒II二男兢Iこ含む。◎やや小    36．9 5 
．8   

8  l：仲器 粟  20．0  艮虻I班で成加、Iく症そ●lけると  lll≠射勺外川朕ナナ，別鵡外面臓  Q）パ炎多I．1に食む，⑨通†r。く奇相掴也。    （30．0）  ．払」）れ、‖持出l♪るく叶I貞一r る 
，   
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節5草 山土人骨・歯の鑑定結米  

同立科学I酎物相人類研究部  溝II健司   

本遺跡は肛睨l揃晰Ii州人範町277－1外にあり、入牢＝封甘情1Ii教ff香旦三l会と山武サ1！J学研究  

所による胡寮の際、3号埴イi冥∫から発見された。II銅価l隼10J】のことである。本道跡の1い明は  

5基あり、須旭器、匪刀などが州土している。3号明石端からも人件のほかに、鉄ぞく、．賎扶  

、耳環が発見さ」し 約7世紀のものと抑定されている。   

川上した人仰の保存状態は極めて悪く、しかも軟体分のものカづ昆ざって域存していた。以下  

にその概要を記す。（注：本文小の慄本番号は、節191珂の1軒lナと同一・である）。   

下顎骨 （標本希サ3）（匝＝とk16）   

保存状態の械めて悪い下期廿の′廿伸破什（約20×70mm）か城〟（図版16土）。収入仙件のも  

のと．払われる。†明り不叩】。  

鎖骨・右 （標本番サ23）（図版16）  

近位瑚の‾ド椰の－－・破け（I￥＝阪16下）。成人のものと思われるが、件別不りI。   

以上のほかに多数の小竹片が城〟していた。主なものは収入の脳測器の小竹Jl・および成人右  

側班骨錐体の－・部（標本肺明8）、成人環椎後弓左坪（48）、惟竹関節面の－－・糾（22）、椎骨  

推弓小け（62）、肋骨小什（27）、JT主竹小片（27、32、62）などである。標本番Ij・20、21、30  

の小骨け中には1札定できるものがなかった。   

上記下顎竹や錯骨などの骨片の刷＃憫l糸は全く分からないが、少なくとレ甘からは、収人1  

休分が哩非されていたことを仰認できる。   

次に、逝粧曲の批察寿．Ii某を述べる。仙々の曲に倒するiit・洲と批類結氷は衣1にホすとおりで  

ある。計測は稚川（1949）に従って行なった。歯の嘆純度は7’ロカの分新法（Mi11・tin＆Sallcr、  

1957）による。また、抽冠形祈の分用基準は～IizogtlClli（1977）を桃川した。   

なお、以‾ドにおいては、利府を紀・lナで示すことにする。lは切曲、Cは大曲、Ⅰ，は小「三l曲、  

Mは人I：一川キである。また、札的は小文：－｝：で示す。このそれぞれのイr九二i又はイ川引こ付けた添字は  

上顎又は下郡の川番トIの似であるかを示す。例えば、h・l～とあれば、上顎雛2人川ねのことであ  

る。  

乳歯 （l丸根17）  

左C‾（憤木縮写66）、ノ．ミイ油・（69．65）、右ml（36）の計4本（図根17）。形態、l某／i状態等  
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から、恐らく同一個体に捕するものと思われる。喫耗がいずれも軽微なので、3～4才くらい  

の幼児のものと推定される。   

永久歯 （図版18）   

上顎切歯。左1－（67；lき＝板18）、右l～（9）左l～（35）の計3本が残存。67と9は同一・個  

体か否かイ瑚だが、いずれし成人のもの。35は恐らく形成途上で、67や9とは別個件の、恐ら  

く幼児のものと心われる。従って、ここでの塙小個件数は成人1、幼児1の計2佃仲。   

上散大歯。／iミC‾2本（58、71）残存。明らかに2個作の成人のもの。噴托状態より、大きい  

ガ（71；図版18）が若く、小さいガ（58）が年長と∬j）jLる。最′ト個体数は2（成人2）。   

上顎小臼歯。左右P●（56、17）と左ホ1）i（57、59）はドiト佃作であることが碓突である。（  

図版18）。これらは全体に人きい。イrl川？）（24）とイrl）～（60）は同一・個体の可能件もあるが、  

よくわからか、。左P●（？〉（6）は少なくとも、24や60とは）川仰木のものと．軋j）jtる。左Iい（32）  

は咤耗や保〝の状態から、24・60・6とは別佃件と一払われる。上顎′J、臼歯のみによる最小個体  

数は4（成人4）。   

上顎大臼歯。左M■（61）、ノiミイrM～（2、18）は全†申こ人きく、同一個体に臓するものと思わ  

れる（匝＝板18）。ムミ九Ⅰ暮（8）とイJM●（撹乱部）も別の同一一・仙†榊こ械する。プiミⅣl‡＝＝（64）も8  

と「捕乱却」のものと同じ仙†イこに屈するかもしれか、が、碓冨できない。左入・Il（50）と右八一l】（  

70）は別の1詩卜・個体のもの。イiMlく？）（55）と左≠Ⅰ‡＝＝（19）はそれぞれ上記のいずれとも別個  

体と一世、われるが、詳鮒不明。拙牒、旅小個体数は3（成人）。   

下顎切歯。Ⅰ＿（31）1本のみ域存。これは恐らく来i肘11で、幼児のものと心われる。   

下顎犬歯。左C＿（15）とホC＿（54）は同一仙†榊こ械し、比較的大きい（lツ1版18）。エナメル  

形収イく全の線状浪が同様に認められ、幼児期に甚しい腱煉不良状態を経験したものと考えられ  

る。んC■（9）は別のもっと隼長の†剛科こ域する。従ってブ嗣、†剛本数は2（成人2）。   

下顎小臼歯。ノたI）．（5）、ノi訂‖）～（7、16）はIiiトイ囲†申こ拭するものと思われる。（図版18  

）。ノーリ｝．（68）とイげ．（53）は恐らく異なる個体のものであろうが、確言できか、。イH）．（？）（26）  

がⅠ）～ならば53と同じ個体に属する可能性もあるが、詳糾イ瑚。左Ⅰ）～（53）とイ‖｝2（66）は同一  

偶作の吋能性もあるが、確言できか、。左P～（？）（33）は、少なくとも7や53とは異なる個体  

に械するものと児、われる。イ＝了Ⅰ）～（72）はl呆布状態が良くなく、16や66とは櫛動こ偶作。結局こ  

こでは、J嗣、個l本数は3（成人3）となる。   

下顎大臼歯。イ√M－（11）は比較的大きい（図版18）。イ了h・Ⅰ●（10）と≠iミh・t．（12）は11とは別の  

l詩ト・仙I栂こ拭する。frh・t．（75）は恐らく来朝山で、幼児のものと倣われる。左M．（？）（34）は棚  

当に咤耗が進み、上記のいずれとも別佃体と思われる。ノ細l3（？）（1）は11と同じ仙†申こ属する  

かもしれか・、が、確実なことは言えない。残I）のホh′l打＝小佃（13、29、52、揃札部）と右M－  

（49け1ミルⅠ●（？）（4、51、31）の3仙、ムミ～12（？）（3、28、73）および左M＿（31、32、63）の相互  

I甘係はイ川ル∴塙′H固体数は4（収人3、幼児1）となる。  
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以上せまとめてみると、仙からは少なくとも、成人4†脚本、幼児1佃件のi汁5I州本が理非さ  

れていたことが分かる。竹鼎‖よいずれもイ瑚である。成人のうち1佃休l封廿眩的人きな曲をも  

つ偶作で、以■ドの曲がそのl詩＝ニ仙†申こ屈するものと思われる。   

ノIミⅠ●（67）、ノ■ミC‾（71）、ノiミイ了Ⅰ｝●、1｝～（56、17、57、59）、左M■（61）、ノlミイ細l～（2、18）、  

左ホC＿（15、54）、ノIミ1）．（5）、ノi三才‖｝～（7、16）、れh・Ⅰ●（11）。   

また、孔曲（66、65、69、36）を持つ偶作に、来朝川らしき永久的（35、31、75）がすべて  

械する可能件もある。   

曲の残存数やl勘佑扶態からみて、上記の捜数の個体は必ずしいiilじ岬期に理非されたもので  

はないと考えられる。州ち、＿卜記のように、少なくとも1仙†イこ分だけは、その同じ個†科こ屈す  

ると．払われる的の飲も多く、保存状態も良好だが、他方保存状態の悪い榊の狭は少ない。これ  

は、これらの佃作が時期をザ宣して追非された可能性が拭いことをラiけ。   

本道跡川土人廿が摘していた鮭川の特徴をここで裡てIiした親類結果のみから論－㌻ることは極  

めて雉しいので、 これ以上は述べか・、か、今後ますますこのような溌料が苦情されることを糾  

持したい。  

要  約   

前橋河川、稲荷追跡3・号用イilミから符十の常パーと、比蝮的多数の遊離した′k久曲ならびに孔舶  

が発見された。約7匪紀のものと言われている。おいこ栂の独類から、少なくとら5個体（成  

人▲1、幼児1）は理非されていたことが判明した。ただし、性抑＝十分からか、。こメLらの佃棒  

は時期をずらして、追非された叫能仰が由一。  

文  献   

碓Il＝正太郎1949 曲の計測棚田こついて。  人封i学雑誌、61：27－32。  

ユ・lM・lin．I〈．，lm（Ilく．S；lIIcl・1957LchIl）llCh（1cl・Anlllt・oP（）logic．（l］・itlc＾u（）．．）！（］．I．Gusla＼▼ITis  

－CllCt・Vcr）ag．Slllllf！；lt・t  

Mizoguchi，Y．1977（；cIICticv；11・ial）ilityiIltOOthcI●0＼川CharacLcrs：＾n；11ys］St））・Lhctctt・；lCllO  

－riccol・rcl；ltiot＝tllClho（1．I！u＝．NatIl．Sci．Mus．，Tok）・0，Scr．I），3：：i7・G2．  
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！  

l量〝j憎】！   riIuほ  
机 仲  ほtこ持り  1年托2）  l1．已ご・l＝r13l  

机V 析り皇   遮沌・しlたIJi舌往  

′‖■．阜  ～6  7．2 7．5  lな朗Itけり   

／■ミl，～   53   X    －  7．8 ・・   I封日射甘   

′‖－I   66   X   ・一  l竜納tt（3〉   

1＝一I申  33   ×   －   －  7．7  

′‖I－   72   ×   －   2   ー・  さ．2  咤i刑t（3〉   

′Jll●   0  －   12．912．l  1－5バク→ン．重61‡抽く3l．うは小一いっあり   

′一入l．   IO   〇  －   1】．61I．5  l●5′くターン．那6攻浦（2）   

／l：ll．   しJ   ‾   1l．S ll．2  l’5パターン   

†〔1l－   75   ・0   0   1】．O10．3  ＋5バターン．第61空所（0l．jミl附il？   

／．ミ1t．tt－  3l   X   －   2  Yバターン   

／lミトII阜   △  －   0   l12．3）（12．り  Y5パターン、ホ6吋餓（○）   

†J11I‥？I  lユ  0  －   ロ   1l．910．6  XSバターン、第61な煎tOI   

′けl，巾  29   C   x   1l．110．l  X5バク【ン．耶6便所ttlOI   

〃lI▲巾  52  つ  －   1l．6 川，3  X5バターン．窮6攻蛾IttO〉   

†i＼l叶  柁乱劇  △  －   11．110．6  X5（－Iバターン．弟6咤潮It（0）   

JilI＿   19   ×   －  

／．ミ1l．‘？I  4   X   －   2  Y5バターン   

／lミ1l．巾  Sl   X   －  （1）   ll．．l －   Y5パターン   

／■ミ1l．巾  3】   ×   －   2  軍51如巾   

／lミ11〃■  3  10．7 9．S  l●4バターン．第61夏期用）   

Jl：11沼－  28   X   －  

／lこユ1－－？】  73   0   】0．0 9．4  X5バグ・－ン．第61封†i（2）   

1ミ〉l．   X   －  ＝‖  

1ミIl－   32   ×   －   0  1’5パターン   

／I：ll－   郎   X   一  

？l‾   25   ×   －  

？し？   ～S   X   一  

？C人lよII？  25   X   －  

？C人l1Ⅰ】？  19   ×   －  

？C？   ×   －  

？I人目C？  35   X   一  

？1l   9   ×   －  

1）○良好、△やや良、×イく良、－なし。  

2） P．フ●ロカの分類による。  

3）曲冠形質の発達程度の分顆はMkogllClli（1977）による。  
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節6章 まとめ   

本遺跡では1い真5基、I棚i址3軒、土肱5基が検附された。また遺構外から、先二l二器II封ヒの  

尖頭器、縄文時代の土器片・石器、弥生時代の二t二捌十が川二l二している。これらの調査新来を周  

辺追跡との関連を納まえて、時代別に考えてみたい。   

旧石器時代   

調査の結某、木造跡■い火鮎3号墳i†川叫の第Ⅴ屑ソフトローム内より、武臣製の尖軸器1点を  

桧山した。用個lの調査も冥施したが、他には検川されなかった。川二l二した尖畑器はⅣ而加工で  

ある。本道跡周辺からIIIイニi器時代の迫物が、三厘遺跡・北三木党追跡・牛状追跡・石山遺跡・  

柳久保遺跡より‖しLしている。今l亘Ⅰの訓査により山土例は、数少ない山」二例に加える串ができ  

た基重な資料と言うことができる。   

縄文時代   

包含Jiヰより前‥1l・後側lに属す二卜闘ぃ石器けが少柾目土した。I＝首址は検山されず、陥し  

穴と考えられる上場2基のみに終った。2号上嬬よりスクレイパー2点が川⊥した。2基の土  

拡はその時期が不明であるが、周囲＝こ前期の二＝粘けが牡丹している粥より、この時別のものと  

甘えられる。   

弥生時代   

綾期に属する土器け1点を桧山しているが、遺構は検川されなかった。近接する西大宅遺跡  

群でこの時別の逝怖が横川されていることより、本遺跡では粟†州に遺構のイ川ミが予想される。   

古墳時代   

ホ用5基を検出したが、この時代の他の遺構（佃即Il：、上拡等）は桧山されなかった。何れ  

も耕作に伴なう刑jHこより、その僚形を留めていない。3・4号墳はF＿巨E直角総覧Jに「荒  

砥村89亨；・鳩・l軸汀号鳩」と記戦されているJ耶IIのものである。この2基に加えて、今回の調査  

により新たに3基の1ト墳が検出された。また本遺跡に東接する－し｛丘む墳腔で、7肛紀代の所  

産とさjLる占用5基が検出されている。このことから本道跡を含めた当地が1！川tの鮨基地とし  

て拭えられた。   

占用カ、らの川士道物は、二l二器・鉄器、それに人骨等であるが、5基の古墳のlいで瀬人規模を  

もつ3号鳩の川二I二遺物について若二l二働けLてみたい。3与り出ま泊：稚約37Illの規挟をもつlリ填で、  

盗掘、および他に転用するためにイ撞の大井のイ了が披かれていた。イーi室はその伐布状況より、  
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安l＝▲甜一イiを川いるilI川I里I桁＼式イilミと・ぢ・えられる。このイ撞及び前庭部よりそれぞれ多くの  

遣物が検川された。特にイ撞からは、多くの鉄製．†．1カ川トトしている。対をなすと一弘われる企錮  

舶り耳環や紘釘、銑鉄それに．甘具類である。これらと一jいこ人竹・曲が胤IH＝L、この鑑定にIi；l  

カ：科ウl酢物輔の溝＝修司兄／l三よIトIi伯を賜った。鑑；立もーf某によると、3号用イi室l勺には少なく  

とも成人4人、幼児1人の．汁5偶作が理非されていたことがりlらかになった。この5仙†帆は同  

l朋州こ理非されたものではなく片時潮を総て追非された刊刷帥lミが高いとのことである。作目し  

た鉄製品にも追非の可能件が考えられるが、†川々の明確な所屈時㈲砂仲川＝ノない以上、掛かい  

ト卜Iqjの岬期については∴及を避けたい。また本用では、前庭部底irlはり須恵器と共にi捌tl  

匪〃が倹川きれた。この直：ノノは内相在ノノで、平陳ザ遇りの人ノノである。切先から26cnlf一－！の位閏  

でUて▼ト形に仙げてある。後Ilしのtりりノはこうした場合、曲がるか折れるかするという。ネ例の  

伎な増刷して川」二した刀身について、1い丑削非品として類I判をみず、似めて桶有の目上例であ  

る。聴史畔代の11りi‡†封肌遺跡には、例えばIl船外仲山頂追跡・太郎11川i追跡の出土例に見られ  

るか如く、刀身をl…げ、あるいは折川するものがあり†言仰上の依礼かとされている。また絶域  

逝物の小に狛：刀・ノノイ・を曲げてあるものが刷々発見さjLている。これらも棚綿に伴なう†嗣Lで  

あろう。この様に類†判が極めて少ないi制＝狛：刀は、今後の染料の増加によりその性精がりlかに  

なるとサえる。現時点では、他の胚史岬状の山上例と同じく、I酎L的な梯川をもつものと甘え  

ておく。   

胡証さjLた5基の1い真のうち4号用を除く小姑は、安‥げ：・を市村とするil別れ形横穴式イ＝i三言で  

ある。うち2号蛾は胴張りのある1い貞であり、5号埼は小形のイーi寅であるわ乳幼児を理非した  

ものと想ノ）れる。本道跡のイこ室は、来撲するセッホ小用群と同様に7肛紀代のものと心われる。   

奈良時代  

†l井川：は、奈良時代の所席と．払われる3軒を検潮した。1軒は由カマド、他の2軒は粟カマ  

ドをイ＝ノ、川二I二道物は少なかった。近接する西大鼓追跡群でこの時勅の遺構が検出されており、  

†帥：川：が調査区東側に†立郎していることから集落は水に広がると珊朝lはれる。   

以上、キ回の小鮪荷造跡の絡据胡寮での槻略を岬†し別に追ってみた。桝人基地域では初のItI  

ポ㌫時代に鵬する尖曲器の川上、また r上r仁一！J墳総覧」に紀減された2基の他に、新たに3兆  

の■■早明を1剣tlし、特に類†判の少ない樽l仙「りノの州土など、本地域におけるハ埴副葬．l．一．に好資料  

を加える成果が育三ト1れた。  
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図 版16  

3・り・墳ホ室I句川二l二  

下顎骨しl二、標本番号3）と  

ぉ錯骨（1i●、標本番号23）の破片  
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3り・墳ポ室l札出土  

l●il一仙†榊こ械すると一世、われる孔曲  
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図 版I8  

3り・墳イ＝薄納仙止  

軒・仙lイこに拭すると一肌われる永久的  

18   



小稲荷遺跡  

印 刷l】綱II62年3Jl19「Ⅰ  

発 行 昭和62年3月20l二I  

編 基山武考お学研究所  

発行者 前橋市教育委員食  

前橋了l了哩磁文化財発掘訓葡周   

印刷所 文化総合企画  

0476（24）1563   


